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グローバルなスタートアップを目指す学生コース

英国コース（学生）募集要項

応募締め切り：2025年10月24日(金) 12:00正午

（JST）
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0 1 OUTLINE ｜ コース概要
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目的

英国市場での学びと実践、そしてネットワーク構築を通じて、起業家としての戦略・

スキル・意欲を高めることを目的とする。

対象者

ステージ

分野

その他

募集対象

*渡航対象者等の応募条件の詳細は「04|対象者・応募要件」をご確認ください

2025年9月時点で学士・修士・博士課程の学生

プレシード ※その他を参照

特になし

プロトタイプまたはベータ版を有すること

１

２

３

プロトタイプや事業コンセプトを磨き上げる

メンター、起業家、業界関係者とネットワークを構築し、起業に向けた国際的な視野を得る

派遣先

イギリス・オックスフォード

英国のビジネス文化や市場を理解し、起業のマインドセットを学ぶ



0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 全体像

オックスフォードでは、スケーリング戦略や市場参

入手法、ピッチ指導に関するワークショップを実

施。さらに、週末のハッカソン参加やイノベーショ

ンハブの視察、ロンドンへの訪問を通じて、イギリ

スのスタートアップエコシステムに直接触れ、参

画する機会を得る。

4

東京にて3日間の講義とワークショップを提供す

る。講義では起業家マインドセットやビジネスモ

デルの基礎を学ぶ。さらにオンラインのセッション

では、専任のメンターとの1on1メンタリングを実

施。市場調査やプロトタイプ改善などの具体的

なアドバイスを得る。

事前の国内レクチャー ワークショップ、ネットワーキング渡航前準備

国内プログラム 1 個人ワーク2 渡航プログラム 3

※プログラムの実施内容・形式等は変更になる可能性がございます。

国内プログラムと現地渡航の間では、顧客イン

タビューや市場調査、プロトタイプの見直しや、リ

フレクションジャーナル等、個人的なタスクに取り

組む。



0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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国内プログラム｜事前の国内レクチャー ※詳細は随時更新1

東京にて3日間の講義とワークショップ、さらにオンラインにて1on1メンタリングを提供する。

講義では起業家マインドセットやビジネスモデルの基礎を学ぶ。

20名前後 定員

日程 対面ブートキャンプ：12月5日(金)～12月7日(日) ・ オンラインセッション：12月～2月

概要

対面ブートキャンプ：

・英国の文化や市場、起業家マインドセット、カスタマーディスカバリー等について学ぶ

・プロトタイプの見直しを行う

・今後2か月間のアクションプランを策定する

オンラインセッション：

・各々の分野やニーズに応じたメンターを配置し、1on1メンタリングを行う

・ビジネスファイナンスに関する講義及び投資家視点でのスタートアップ評価について学ぶ

※ 使用言語：英語 



0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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個人タスク｜渡航前準備2

渡航最終日のプレゼンテーション及び現地でのワークショップに向けた事前準備を行います。

日程 現地渡航前まで

概要

・顧客インタビューやアンケートの実施

・市場調査

・プロトタイプ改善

・リフレクション・ジャーナルの作成 等

現地渡航でのワークショップを最大限に活用するための個人タスクを実施。



0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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渡航プログラム｜講義、演習、ピッチ、デザイン思考ワークショップ3

ピッチ、デザイン思考ワークショップ等の講義・演習、施設の訪問やネットワーキングイベントの参加、1対1のメンタリングまで様々な形式

のプログラムを提供する。

20名程度  定員

日程 2月16日(月)～2月27日(金) ※2月15日 日本発、2月28日 日本到着予定

概要

• オックスフォード大学 サイードビジネススクール（OSEC）にて現地プログラムを実施

- 実践的なピッチ練習や、デザイン思考ワークショップ等を通じ、起業家としての実務的スキルを身に着ける

- OSECのネットワークを活かし、現地の学生、研究者、起業家等とのネットワーキングを行う

- 週末ハッカソンへの参加

- オックスフォードイノベーションハブの視察

- プログラムのうち1日はロンドンを訪れ、現地アクセラレーターや投資家と交流をする

• 最終日にはプログラムを通して得た学びを、現地のピッチイベントにてプレゼンテーションする

※ 使用言語：英語 



0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 支援機関の紹介
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オックスフォード大学 Saïd Business School に拠点を置く起業支援・イノベーションの世界有数のハブ。

オックスフォードの活気あるイノベーション・エコシステムの中核として、資金提供・メンタリング・インキュベーションサービス・投資家との連携など

充実した支援体制を整える。特にディープテック・ライフサイエンス・工学分野における支援に力を入れ、最先端の研究成果を実現可能なビ

ジネスへ転換するサポートを行っている。

オックスフォードという土地柄も活かし(※)、参加者は世界有数のスタートアップ・エコシステムに没入できると同時に、グローバルなネットワーク

を通じて、地域を超えたメンター・パートナー・投資家へのアクセスも可能。

※オックスフォード大学は大学発スタートアップスピンアウト数世界一を誇る。

Oxford Saïd Entrepreneurship Centre (OSEC)

URL：https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre

支援機関情報

https://www.sbs.ox.ac.uk/
https://www.sbs.ox.ac.uk/
https://www.sbs.ox.ac.uk/
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre


0 2 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – メンターの紹介
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「oNetwork」に所属する80名以上の経験豊富な起業家・投資家・業界専門家より参加者にマッチした専任メンターを選出。

企業の立ち上げや成長を実際に経験してきたリーダー達との1対1の指導を通じて、戦略的なアドバイスや実践的な知見を獲得する。

所属メンターは「oNetwork」内の “View our oNetwork members” 欄をご確認ください。

メンター情報

https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre/onetwork


0 3 SCHEDULE ｜スケジュール

2月 3月以降 …9月 10月 11月 12月 1月
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参加者募集

書類審査結果通知

国内プログラム①対面ブートキャンプ

国内プログラム②オンライン

渡航プログラム

9月24 日（月）～10月24日（金）

2月16日(月)～2月27日(金)

12月5日（金）～12月7日（日）

11月中旬

12月～2月



0 4 ELIGIBILITY AND APPLICATION REQUIREMENTS｜ 対象者・応募要件
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応募要件定員

対象

プログラム参加者*は以下の全ての条件を満たすこと

1. 起業前の学生であること

2. 面談審査日を含む本プログラム全日程に参加可能であること

3. 英語での講義の受講、ピッチイベント参加が可能な語学力を有してい

ること

4. オンラインで参加するための設備、環境を準備できること

5.  参加後のアンケート等にご協力いただけること*

*本プログラムは経済産業省・ジェトロが連携して行うプロジェクトであり随

時、フォローアップアンケートや成長過程の調査を実施します。

対象者 2025年9月時点で学士・修士・博士課程の学生

ステージ プレシード ※その他を参照

分野 特になし

その他 プロトタイプまたはビジネスモデルが明確であること

20名程度



0 5 COST-BEARING｜費用負担
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・海外での移動、飲食費用、通信費、VISA代、保険費などのその

他発生する費用

・右の「主催者JETROによる費用負担」以外のすべての費用

参加者による費用負担

• プログラム受講料

• （対面開催の場合のみ）国内プログラム及びフォローアップ時の

国内交通費・宿泊費

• 海外航空券

• 海外滞在時の宿泊費

（成田/羽田空港までの航空券または新幹線が必要な地域にお

住まいの方はJETROが費用負担、手配いたします。現住所を確認

し別途ご連絡いたします。）

※上述は全てジェトロにて手配し支給いたします。参加者に上記

費用をお支払いする主旨ではありません。

主催者による費用負担（現物支給） 



0 6 SELECTION PROCESS・CRITERIA｜選考プロセス・基準
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参加者募集 審査 国内プログラム 渡航プログラム

選考基準

• アイデア・プロトタイプが明確であるか、社会の課題解決に貢献しているか

• ビジネスアイデアに将来性や事業化の可能性を見出せるか

• 起業意欲があり、学ぶ姿勢があるか

• プログラム参加への志望理由が明確か

• 将来的に英国を含む海外での創業（特に外国人起業家との共同創業）に関心があるか

• プログラムを通して成長が見込まれる人材であるか

• 英語での講義を受講するのに必要な英語力を有しているか

• 原則、今年度の他のJ-StarXプログラムにて渡航プログラムに参加していないこと

※ 本コースよりも上級者向け(レベルが高い、ミドルステージ向け等)のJ-StarXプログラムへの申し込みは可能です。

重複の可否はジェトロにて判断いたします。



0 7 APPLY｜ 応募方法
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申し込みフォーム

2025年10月24日(金) 12:00正午（JST）締切

• 応募内容に基づき審査を行い、採択可否の通知を行います。

• 必要に応じ、JETROによる個別面談を行う可能性があります。

• 審査基準や審査結果など審査に関する問い合わせには一切お答えできませんので、

予めご了承ください。

• ピッチ動画をご提出いただきますのご用意のうえ申し込みフォームに入力ください。

（形式・方法等は次ページ以降参照）

・すべての項目を英語でご記入ください。

https://www.jetro.go.jp/customer/act?actId=B0078788Q


0 7 APPLY｜ 応募方法
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ピッチ動画作成・提出にあたっての留意点

ピッチ動画の留意点

お題： 「現在のビジネスアイデア及びこのプログラムで成し遂げたいこと」

時間：3分以内

言語：英語

※動画で使用したピッチデックも提出対象となります

提出方法：申し込みフォーム上

動画→YouTubeの限定公開リンクとして提出

ピッチデック→Google Drive, Canva等のリンクとして提出

〆切：2025年10月24日(金) 12:00正午（JST）迄

以下の留意点が守られていない場合は、審査対象外となる可能性がありますので、ご注意ください。

※申し込みフォームに動画を提出できない場合は以下に送付してください。

メールの件名は「欧州学生コース_ピッチ資料提出_名前」とし、本文にもご自身の名前をご記載ください。

【送付先】

ジェトロ スタートアップ課 担当：鈴木七、中西

j-starx@jetro.go.jp



0 8 NOTES｜ 注意・免責事項

16

1. 本事業及び事務局では、本募集要項P.14の 「主催者による費用負担」に記載した項目のみ負担しますが、それ以外のすべての費用は一切支給しません。

2. プログラムの参加者に発生した損害などについて、一切の補償を致しかねますのでご了承ください。 

3. 必要に応じて現地での交渉先との面談などにもメンターの他JETRO職員が同行をさせていただき、帰国後も成果把握、進捗確認などにご協力をいただきます。

4. 本プログラムに選考通過後はジェトロ事業の紹介、成果報告のため外部公開をさせていただく場合がありますので、ご了承ください。（内容は事前に確認をさせて

いただきます。）

5. 原則としてJ-StarX事業は同一年度内で一つのみが参加可能となっております。ご留意ください。

※本コースよりも上級者向け(レベルが高い、ミドルステージ向け等)のJ-StarXプログラムへの申し込みは可能です。

   重複の可否はジェトロにて判断いたします。

上記詳細及びその他については、免責事項をよくお読みの上応募をお願いいたします

※学生向けプログラムにおいては１．（３）に記載の内容について、国内研修やフォローアップがオフライン開催となった場合に会場または会場近辺までの交通

費・宿泊費を提供いたします。

免責事項

如何なる理由においても、航空券及び宿泊手配後の変更・キャンセルは認められません。キャンセル料、もしくは変更料が発生する場合はご自身にて負担いただ

きます。

キャンセル規定

https://www.jetro.go.jp/ext_images/services/gi/pdf/2024/2024_J-StarX.pdf


0 9 CONTACT｜ お問い合わせ
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会社名 JETRO イノベーション部 スタートアップ課

担当者 鈴木七・中西

メール j-starx@jetro.go.jp

コース名 英国コース（学生）

mailto:j-starx@jetro.go.jp
mailto:j-starx@jetro.go.jp
mailto:j-starx@jetro.go.jp
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